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平成26年5月≡木古内EXPRESS≡
平成24年7月から活動を開始した木古内町の

地域おこし協力隊『はやぶさ03』が、平成27
年度末の新幹線木古内駅開業に向けての様々な
取り組み状況などを、町内外の皆様にお知らせ
します。

－青森県今別町と海峡を越えた連携へ －
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平成２８年１月開業予定の木古内町観光交流セン
ターに、「ジェイアール北海道レンタリース株式
会社」と「タイムズモビリティネットワークス株
式会社」の２社が進出することが決定。４月２１
日に両社の幹部が町を訪れ、進出決定セレモニー
を行いました。今後、新幹線駅を拠点とした二次
交通の充実に向けた大きな役割が期待されます。

↑ 握手を交わす町長とジェイアール北海道レンタリースの田坂常務及び
タイムズモビリティネットワークスの籔本北海道支店長（H26.4.21）

エ ク ス プ レ スき こ な い

木古内町観光交流センターに進出する

「日本一小さい新幹線のまち」が力を合わせて開業を盛り上げ ！！

↑ 日本一小さい新幹線のまちへ！チラシ

↑ 新幹線を活用した地域の活性化に向けた熱い意見交換
を展開（H26.3.19)

北海道新幹線開業に伴い、フル規格の新幹線駅のあるまちは全国
で９２となりますが、これらを人口の少ない順に並べると、奥津軽
いまべつ（仮称）駅が出来る青森県今別町（人口3,217人）が１位、
当町（人口5,341人）が２位となります。

この度、これに着目した両町が連携し、地域の認知度向上と、開
業機運の醸成を目的として、両駅に停まる新幹線の停車本数を当て
る懸賞クイズをはじめました。

応募は来年8月末までのロングラン企画で、当選商品としては、ま
だ発売されていない「北海道新幹線の往復きっぷ」や「両町の特産
品」を用意しております。

「日本一小さい新幹線のまち」に新幹線は何本停まるのか!? あ
なたの予想をお知らせください。詳しくは町ホームページまたは役
場１階ロビー「キーコ駅長室」まで。

また、上記企画発表直後の3月18、19日の二日間、今
別町の皆様（官民合わせて10人）が、木古内町におこし
になりました。

まずは町内の各所をご覧頂いた後、それぞれの町の現
状や新幹線開業に向けた取り組みなどについて意見交換
を行いました。夜は遅くまで懇親を深め、新幹線駅がで
きる町同士の連携強化に向けた絆を深めることができま
した。

レンタカー事業者２社が決定！



www.facebook.com/kikonai.hayabusa03
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私たちが記事を書いてます

“まちあるきサミットin木古内“ を開催！

東京・仙台のエージェントを緊急訪問！

新幹線木古内駅活用推進協議会が中心となって今年
７～８月に実施する実証実験（周遊きっぷ「江差・松
前千年北海道手形」を活用した観光地づくり）の利用
促進を図るため、３月末に、ＪＲ北海道との連携の下、
東京・仙台のエージェント延べ７社を緊急訪問しまし
た。反応は比較的良好でしたが、本格的に販売を行う
ためにはもっと早い段階からのＰＲと情報提供が必要
とのご意見も頂きました。

エ ク ス プ レ スき こ な い

↑視察後、講評とともにまち歩きの魅力と可能性を熱
く語る田村さん（左）坂本さん（右）（H26.3.20）

津山 睦浅見 尚資

木古内町 地域おこし協力隊

新幹線地域活性特命チーム
《 はやぶさ０３ 》

フェイスブックで情報発信中

道南西部９町の魅力や、
私たち“はやぶさ０３”の
活動をお知らせするため
にfacebookページを開設
しています。facebookに
未登録でも閲覧できます。

木古内町 新幹線地域活性特命チーム はやぶさ０３

↑ 商品造成担当者へ事業説明

－ 実証実験の利用促進に向けて －

当町のまち歩きをご視察頂いたお２人からは、商店街の方
との会話が自然と購買欲を高めていることや、みそぎ浜にお
ける「寒中みそぎ祭り」の実体験の話、更には最後のサプラ
イズ演出などが素晴らしかったとお褒めを頂き、「木古内の
まちあるきは十分魅力的。石の上にも三年という言葉もある
ように、焦らず育て上げて欲しい。」と激励を頂きました。

これまでにない程の強風の中での開催となりましたが、講
師のみなさま、暖かいお言葉を頂戴し、誠にありがとうござ
いました。今後とも木古内のまちあるきをよろしくお願いい
たします。

地域の魅力を再発見する取組として全国的に注目が集まっ
ている「まちあるき」。木古内町でも、２月から有志が集い
本格的展開に向けた動きが加速しています。

このような中、３月20日に、まちあるきガイドの先進地で
ある青森県弘前市、函館市でガイド活動を行っている方を招
いて「まちあるきサミットin木古内」を開催しました。

弘前市からは、有名な観光スポットではなく、生活に根付
いた町の隠れた魅力を掘り起こす「路地裏探偵団」を展開す
る坂本さん、函館市からは、「路地裏探偵団」の暖簾分けを
受け、自らも函館バル街を仕掛ける田村さんが講師としてお
越し下さいました。

↑ みそぎ浜で「寒中みそぎ」を体感（H26.3.20）

－ まちあるき先進地との交流・連携 －

江差線ポストカードを作成し商店街に配布！
5月12日に廃線となるJR江差線（木古内～江差間）

を目当てに訪れる観光客に何か一寸したサービスの品
を提供したい！そんな駅前商店の声に応じて、浅見隊
員がＪＲ江差線の「今と昔」を感じることが出来るポ
ストカードを作成しました。

木古内、渡島鶴岡、吉堀の３種、3,000枚を印刷し、
駅前商店街に配置。店を訪れた方々に無料でお配りし
ています。

↑ ポストカードを作成した
浅見隊員

－ はやぶさ０３の取り組み －


